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南
海
・
難
波
駅
か
ら
国
道

25
号
線
を
南
へ
向
か
う
。
大

通
り
を
一
本
西
へ
入
っ
て
、

車
音
の
け
ん
そ
う
を
逃
れ
る

と
、
石
造
り
の
鳥
居
が
目
に

入
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
多

く
を
学
び
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
絆
や
連
帯

の
大
切
さ
、
助
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
困

難
を
乗
り
越
え
て
い
く
人
間
の
強
さ
、
や
さ

し
さ
を
被
災
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら

実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
震
災
を
教

訓
に
、
住
民
の
尊
い
命
と
く
ら
し
を
最
優
先

し
た
国
づ
く
り
、
自
治
体
づ
く
り
こ
そ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ま
野
田
内
閣
が
進
め
て
い

る
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は
、
そ

の
よ
う
な
人
と
し
て
の
思
い
や
り
を
逆
手
に

と
り
、「
社
会
保
障
は
自
助
、
共
助
」
と
強

調
し
て
い
ま
す
。
国
や
大
企
業
の
社
会
保
障

へ
の
責
任
を
棚
上
げ
に
し
、
国
民
の
負
担
を

も
っ
と
増
や
そ
う
と
い
う
の
で
す
。
消
費
税

な
ど
の
庶
民
増
税
の
一
方
で
社
会
保
障
を
い

っ
そ
う
後
退
さ
せ
、
弱
者
を
切
り
捨
て
る

「
一
体
改
革
」
は
、
ぜ
っ
た
い
に
許
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

３
月
３
日
の
３
・
３
近
畿
総
決
起
集
会
で
採
択
さ
れ
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
（
全
文
）

は
次
の
通
り
。

　

私
た
ち
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す
国
づ
く
り
を
推
進

し
、
社
会
保
障
を
解
体
さ
せ
る
「
一
体
改

革
」
に
断
固
反
対
し
て
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
守
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
国
保
や

介
護
、
年
金
、
保
育
、
生
活
保
護
な
ど
、
私

た
ち
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
社
会

保
障
を
守
り
、
改
善
さ
せ
る
運
動
の
大
波
を

全
国
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

近
畿
２
府
４
県
か
ら
草
の
根
の
運
動
を
結

集
さ
せ
た
「
３
・
３
近
畿
総
決
起
集
会
」
の

成
功
を
力
に
「
一
体
改
悪
」
を
撤
回
さ
せ
る

行
動
を
さ
ら
に
大
き
く
前
進
さ
せ
、
日
本
中

に
「
ス
ト
ッ
プ
！
一
体
改
悪
」
の
声
を
届
け

ま
し
ょ
う
。

 

２
０
１
２
年
３
月
３
日

ス
ト
ッ
プ
！
社
会
保
障
と
税
の「
一
体
改
悪
」

や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

３
・
３
近
畿
総
決
起
集
会

　

難
波
駅
か
ら
徒
歩
で
７
、

８
分
少
々
で
難
波
八
阪
神
社

は
あ
っ
た
。

　

３
月
中
旬
、
す
で
に
鳥
居

脇
の
白
梅
は
散
り
始
め
て
い

る
。
平
日
の
遅
い
午
後
、
寒

さ
が
戻
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て

か
、
人
影
は
無
か
っ
た
。

　

鳥
居
の
向
こ
う
か
ら
、
西

日
を
背
に
名
物
の
巨
大
な
獅

い
た
獅
子
の
口
の
中
の
空
間

を
舞
台
に
し
て
奉
納
舞
が
演

じ
ら
れ
る
。
今
は
、
し
め
縄

が
ト
グ
ロ
を
巻
い
た
蛇
の
よ

う
に
鎮
座
し
て
い
た
。

　

境
内
は
広
く
は
な
い
が
、

獅
子
殿
と
本
殿
、
社
務
所
が

あ
り
、
大
小
８
組
16
体
の
獅

子
狛
犬
が
置
か
れ
て
い
る
。

と
ぎ
ょ
）「
陸
渡
御
」（
り
く

と
ぎ
ょ
）
で
あ
る
。「
船
渡

御
」
は
10
年
程
前
、
２
３
０

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
夏
祭
り

で
あ
る
。
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ

で
知
ら
れ
る
京
都
の
八
坂
神

社
が
有
名
で
あ
る
。
難
波
八

阪
神
社
は
そ
の
分
社
で
、
歯

科
協
会
の
あ
る
幸
町
も
同
社

の
氏
子
地
域
に
属
す
る
。

　

塀
に
囲
ま
れ
た
境
内
は
、

静
け
さ
を
増
し
、
ク
ス
ノ
キ

の
葉
が
風
に
揺
れ
る
音
が
心

地
よ
い
。

　

一
年
の
内
、
神
社
が
一
番

の
賑
わ
い
を
見
せ
る
の
は
、

７
月
の
「
船
渡
御
」（
ふ
な

イ
ス
船
着
場
か
ら
神
輿
や
氏

子
を
乗
せ
た
船
が
道
頓
堀
川

を
往
来
す
る
。
夏
の
夜
の
道

頓
堀
界
隈
は
威
勢
の
い
い
氏

子
ら
の
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

　
「
八
坂
」神
社
と
い
え
ば
日

本
３
大
祭
の
一
つ「
祇
園
祭
」

　

神
社
の
案
内
に
よ
る
と
、

設
立
年
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
後
三
条
天
皇
（
１
０
３

４
〜
１
０
７
３
年
）
の
頃
に

は
す
で
に
牛
頭
天
王
（
ご
ず

て
ん
の
う
）
を
分
社
し
た
古

社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
は
、

牛
の
頭
の
形
を
し
た
疫
病
を

鎮
め
る
イ
ン
ド
の
神
様
で
あ

る
。

　

震
災
か
ら
１
年
が
経
っ
た

が
原
発
事
故
と
い
う
人
の
手

に
よ
る
役
災
は
い
ま
だ
に
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
。
人
民

の
力
で
一
日
も
早
く
こ
の
災

い
を
鎮
め
る
日
が
来
る
こ
と

を
祈
っ
た
。

 

（
事
務
局
・
木
下
暁
）

を
か
け
て
建
造
さ
れ
た
。
巨

大
な
獅
子
頭
の
い
わ
れ
を
神

主
さ
ん
に
た
ず
ね
る
と
、

「
日
本
は
仏
教
と
共
に
獅
子

が
伝
来
し
た
終
着
地
。
他
に

類
を
見
な
い
獅
子
を
目
指
し

た
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
折

々
の
神
事
で
は
、
大
き
く
開

子
頭
が
参
拝
者

を
出
迎
え
る
。

高
さ
12
㍍
、
幅

７
㍍
、
奥
行
き

７
㍍
の
獅
子
殿

は
１
９
７
４

年
、
４
千
万
円

　

三
島
地
区
は
総
会
を
４

日
、
茨
木
市
内
で
開
き
、
各

市
町
議
会
会
派
と
の
懇
談
を

通
じ
て
歯
科
医
療
改
善
を
め

ざ
す
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
２

０
１
２
年
度
活
動
方
針
を
決

め
た
。
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た

講
習
会
の
開
催
や
、
住
民
対

象
の
健
康
教
室
・
健
診
活
動

も
重
点
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
11
年
度
活
動
報
告
と
収

支
報
告
、
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ

承
認
し
た
。

　

総
会
後
は
、
大
阪
歯
科
大

学
非
常
勤
講
師
で
京
都
市
開

業
の
水
野
誠
氏
を
講
師
に
、

記
念
講
演
「
最
近
の
障
害
者

歯
科
治
療
に
つ
い
て
」
を
開

き
、
25
人
が
参
加
し
た
。
講

演
は
、
北
大
阪
地
区
と
共
催

し
た
。

　

水
野
氏
は
、
京
都
歯
科
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
障
害
者

歯
科
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

を
基
に
、
発
達
障
害
児
や
脳

性
マ
ヒ
患
者
な
ど
の
治
療
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

「
発
達
レ
ベ
ル
の
把
握
が
大

切
」
と
指
摘

し
、
初
診
時

に
運
動
機
能

や
社
会
性
を

精
査
す
る
必

要
性
を
強
調

し
た
。

　

患
者
の
治
療
に
対
す
る
許

容
範
囲
を
広
げ
る
た
め
、
歯

ブ
ラ
シ
を
口
に
当
て
る
こ
と

か
ら
始
め
、
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
、
タ

ー
ビ
ン
へ
と
段
階
的
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
す
る
「
系
統
的
脱

感
作
」
や
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

　

三
島
地
区
は
、
２
月
に
茨

木
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

２
支
部
で
、「
お
口
の
健
康

教
室
」
を
開
い
た
。
住
民
を

対
象
に
し
た
健
康
教
室
の
開

催
は
初
め
て
。

　

22
日
は
、
永
田
篤
地
区
責

任
者
が
講
師
を
務
め
た
。
有

病
者
歯
科
で
診
療
し
た
経
験

を
踏
ま
え
、
口
腔
状
態
と
全

身
疾
患
と
の
関
係
や
、
む
し

歯
や
歯
周
病
の
仕
組
み
な
ど

を
説
明
し
た
。
参
加
は
16

人
。

　

23
日
は
、
同
市
開
業
の
高

島
日
出
先
生
が
出
務
。
認
知

症
や
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
た

め
、
口
腔
ケ
ア
や
咀
嚼
の
重

要
性
を
ビ
デ
オ
上
映
し
な
が

ら
話
し
た
。
参
加
は
25
人
。

ョ
ン
法
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
。
患
者
の
状
態
に
合
わ

せ
、
薬
物
を
使
っ
た
精
神
鎮

静
法
や
全
身
麻
酔
に
よ
る
治

療
に
つ
い
て
、
動
画
を
交
え

て
説
明
し
た
。

　

水
野
氏
は
、
成
人
患
者
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、「
治
療
だ
け
で
な
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

 

（
茨
木
市
・
宇
賀
神
直
也
）

３・
３
近
畿
総
決
起
集
会

３・
３
近
畿
総
決
起
集
会  

集
会
ア
ピ
ー
ル

集
会
ア
ピ
ー
ル

議
会
会
派
と
懇
談
強
化

お
口
の
健
康
教
室
開
催

三
島
地
区
で
住
民
対
象
に
初

活
動
方
針
や
予
算
な
ど
決
め
る

三島地区総会
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疫
病
鎮
め
る
巨
大
獅
子

難
波
八
阪
神
社

難
波
八
阪
神
社

獅
子
の
口
腔
内
は
奉
納
殿
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る

障害者の歯科治療の
現状や課題を語る水
野氏＝３月４日、茨
木市　　　　　　　

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

矢
谷
博
文
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
―
最
小
限
の
生
体
侵
襲
に
よ
る
効
果

的
な
少
数
歯
欠
損
補
綴
法
―

日
時　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
藤
宏
氏
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

痛
く
な
い
歯
科
治
療
―
無
痛
治
療
、無
痛
麻
酔
―

◇
堺
・
和
泉
・
高
石
地
区
／
３
月
31
日
（
土
）
午
後
７
時
〜

９
時
／
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
「
堺
市
」
駅
徒
歩
２
分
）

◇
北
大
阪
地
区
（
総
会
含
む
）
／
３
月
31
日
（
土
）
午
後
７

時
〜
９
時
／
メ
イ
シ
ア
タ
ー
１
階
集
会
室
（
阪
急
「
吹

田
」
駅
前
）

◇
大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
合
同
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

◇
南
河
内
地
区
／
４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
／
す

ば
る
ホ
ー
ル
（
近
鉄
「
川
西
」
駅
徒
歩
８
分
）

◇
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
／
４
月
14
日
（
土
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
／
東
大
阪
市
立
市
民
会
館
３
階
大
集
会
室

（
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
河
内
永
和
」
駅
徒
歩
１
分
）

◇
三
島
地
区
／
４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
／
茨
木

市
福
祉
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｒ
「
茨
木
」
駅
徒
歩
７
分
、
阪
急

「
茨
木
市
」
駅
徒
歩
９
分
）

◇
泉
州
地
区
／
４
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時
／
浪
切

ホ
ー
ル
（
南
海
「
岸
和
田
」
駅
徒
歩
10
分
）

各
地
の
新
点
数
説
明
会

　

午
前
は
、「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
レ
ー
ム
対
応
」、
午
後
は
「
助
手
編
」
と
「
衛
生
士

編
」
に
わ
か
れ
て
研
修
し
ま
す

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
：
油
谷
純
子
氏
（
目
白
短
期
大
学
生
活
科
学
科

教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
し
ま

す
※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座


